















東 浦 弘 樹（1）
エドモン・ロスタン（1868-1918）の『シラノ・ド・ベルジュラック』


















場合」（『人文論究』第 63巻第 1号，関西学院大学人文学会，2013年 5月，
pp.189-218.）を参照されたい。
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世界旅行記』（Les États et Empires de la Lune, 1657）という空想的な小説
を書いている（3）ことを踏まえている。
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筆者が見た公演（以下，「公演」と記す）は 2018年 5月 15日から 30日ま











































































⑺ Rostand, Cyrano de Bergerac, édition présentée, annotée et commentée par

































































































































































































































































































































































































































亡き名優，緒形拳が 2006年（22）に主演したひとり芝居『白野』の DVD があ
る。しかし，それについて語るのは別の機会に譲ることにしよう。
──文学部教授──
────────────
22 文学座の公演も含めると，この年は日仏両国で少なくとも 4本の『シラノ・ド・
ベルジュラック』が上演されたことになる。理由はわからないが，2006年は『シ
ラノ・ド・ベルジュラック』の当たり年だったと言えよう。
１２８ 『シラノ・ド・ベルジュラック』の演出とその可能性
